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茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町
は
２０
日
、
純
木
造
の
新

庁
舎
の
竣
工
式
を
開
催
し
た
。
県
産
材
を
全
量
で

約
９
０
０
立
方
薪
活
用
し
、
県
内
の
森
林
組
合
や

製
材
、
集
成
材
、
プ
レ
カ
ッ
′ト
工
場
な
ど
が
協
力

し
た
。
純
木
造
で
延
べ
床
面
積
が
５
０
０
０
平
方

薪
を
超
え
る
庁
舎
は
日
本
初
。
在
来
工
法
を
基
本

に
し
た
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
、
方
杖
を
４
本
立
て

た
柱
を
６
０
０
本
使
い
耐
力
を
確
保
し
た
。
燃
え

し
ろ
設
計
の
準
耐
火
構
造
で
木
材
を
現
し
に
し
、

林
や
森
を
想
起
さ
せ
る
内
部
空
間
に
仕
上
げ
た
。

　

新
庁
舎
は
行
政
棟
と
議

会
ホ
ー
ル
棟
、
倉
庫
棟
の

３
棟
か
ら
な
り
、
延
べ
床

面
積
５
０
７
５
平
方
薪
の

２
階
建
て
。
設
計
・
監
理

は
遠
藤
克
彦
建
築
研
究
所

で
、
施
工
は
株
木
建
設
の

茨
城
本
店
が
担
っ
た
。
庁

舎
本
体
工
事
費
は
２０
億
７

７
０
０
万
円
。

築
６０
年
超
に
な
る
旧
役

湯
が
老
朽
化
し
、
２
０
１

５
年
ご
ろ
か
ら
新
庁
舎
建

設
に
向
け
て
動
き
始
め

た
。
当
初
は
旧
役
場
敷
地

内
に
建
設
す
る
予
定
で
、

１９
年
３
月
に
基
本
計
画
も

完
了
し
た
が
、
同
１０
月
の

東
日
本
台
風
で
同
地
が
被

災
。
同
地
は
町
の
中
心
部

に
位
置
す
る
が
、
久
慈
川

と
押
川
の
合
流
地
点
に
あ

る
た
め
過
去
に
３
度
も
浸

水
被
害
に
遭
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
２０
年
１
月
に
建
設

位
置
を
高
台
の
旧
大
子
第

三
島
校
跡
地
に
移
し
、
２１

年
３
月
に
着
工
し
て
今
年

７
月
に
竣
工
、
９
月
か
ら

開
庁
す
る
。
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
付
与
し
、

震
度
７
の
地
震
に
耐
え
得

る
耐
震
性
を
備
え
た
。

　

在
来
工
法
を
基
本
に
し

た
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
、

大
き
な
屋
根
を
多
く
の
柱

で
支
え
て
い
る
。
２
４
０

角
の
杉
集
成
柱
に
、
高

さ
１
・
２
耕
部
分
か
ら
１

２
０
Ｘ
２
１
０

の
杉
ム

ク
Ｋ
Ｄ
を
方
杖
と
し
て
４

本
取
り
付
け
た
。
‐こ
の
柱

を
３
・
６
緒
四
方
の
間
隔

で
立
て
、
建
物
全
体
で
剛

性
を
確
保
し
た
。
全
体
で

通
し
柱
１
４
１
本
、
管
柱

４
７
２
本
の
合
計
６
１
３

本
か
ら
な
る
。
柱
に
力
を

集
め
た
こ
と
で
、
大
き
な

屋
根
ト
ラ
ス
や
ブ
レ
ー
ス

（筋
違
）
′を
入
れ
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
。
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に 物

　

、 、料 子 産 に ス の に

　

ｏれ

　　　

よ も 集 杉 は 町 材 用 を Ｂ は

　　

る＊
でき

　

る 、 Ｂ

　

・ 、

　　　　

２
階
の
床
梁
に
は
２
４

Ｏ
Ｘ
３
６
０

の
Ｂ
Ｐ
材

を
用
い
て
ト
ラ
ス
を
構
成

し
た
。
新
庁
舎
に
用
い
た

木
材
は
全
量
県
産
材
で
、

そ
の
６
割
が
大
子
町
産
に

な
る
。
基
本
材
料
は
杉
ム

ク
と
杉
集
成
材
、
杉
Ｂ
Ｐ

材
の
３
種
類
で
、
集
成
材

や
Ｂ
Ｐ
材
、
金
物
も
県
内

事
業
者
の
製
造
に
よ
る
。
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同
県
の
森
林
組
合
や
製

材
工
場
１０
社
超
、
プ
レ
カ

ッ
ト
工
揚
数
社
と
連
携

し
、
材
料
調
達
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
調
整
し
た
。
一
般

流
通
す
る
４
耕
丸
太
に
合

わ
せ
て
設
計
寸
法
を
３
・

６
耕
に
統

一
し
た
こ
と

で
、
材
料
も
集
め
や
す
く

な
っ
た
。
当
初
は
木
造
で

は
な
く
鉄
骨
造
の
計
画
か

ら
始
ま
り
、
７
・
２
耕
間

隔
の
設
計
だ
っ
た
。

　　　　　

＼きき寒さ雫編‐

　　　　

嵩 か で く と ． 答 展 ミ携 力

」
て
メ
計

　
　
　
　

密
に
を
て

の
切
森
し

木
大
や
ジ

「
を
林
一

　

ま
た
、
木
材
を
現
し
に

す
る
た
め
建
屋
を
３
つ
に

分
け
た
。
延
べ
床
面
積
３

０
０
０
平
方
耕
を
超
え
る

と
２
時
間
耐
火
構
造
に
な

り
、
耐
火
被
覆
が
必
要
に

な
る
た
め
木
材
が
隠
れ
て

し
ま
う
。
建
屋
を
分
け
て

１
棟
の
面
積
を
縮
小
し
、

準
耐
火
に
よ
る
燃
え
し
ろ

設
計
で
木
材
を
現
し
に
し

た
。
そ
の
結
果
、
「林
業

が
盛
ん
な
ま
ち
」
を
象
徴

す
る
建
屋
が
完
成
し
た
。

＼

　

，ぎ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
際
十
Ｌ
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・


